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問い合わせ
・市民部廃棄物対策担当　　01654③2111（内線 3129）
・名寄地区衛生施設事務組合　　01654②9090

問い合わせ
・市民部廃棄物対策担当　　01654③2111（内線 3129）
・名寄地区衛生施設事務組合　　01654②9090

経済部耕地林務課（風連庁舎１階）　01655③2511（内線2317）

　ヒグマ出没時には、緊急的にドローンを飛行させることがあります。みなさまの住宅周辺を飛行
することも考えられます。安全を最優先に、有資格者による操縦など十分配慮した飛行を行います
ので、ご理解とご協力をお願いします。

●工事期間　
　令和６年８月１日～
　　令和９年３月 12日（予定）

●工事期間　
　令和６年８月１日～
　　令和９年３月 12日（予定）

　名寄地区衛生施設事務組合（本市、美深町、下川町お
よび音威子府村で構成）では、令和５年７月末に解体を
完了した旧名寄市清掃センター跡地に現炭化センターの
後継施設として、（仮称）名寄地区一般廃棄物中間処理施
設（焼却・破砕選別施設）の整備を進めています。
　同組合と受注者による詳細設計協議が順調に進んだ結
果、当初予定よりも早い８月からの工事着工を見込んで
います。工事にあたっては、リサイクルセンターなど各
施設を利用する方や周辺地域の皆さまにご不便とご迷惑
をおかけしますが、環境と安全に配慮して進めてまいり
ますので、ご理解とご協力をお願いいたします。なお、
工事期間中も当面の間は、現状の出入口から施設を利用
できます。

　6 月 4 日、名寄警察署、名寄自動車学校、本市による「市街
地等における熊出没時の無人航空機を使用した共同対処に関す
る協定書」の調印式が行われました。この協定により、ドロー
ンスクールを開講する名寄自動車学校のドローンが活用され、
市街地周辺に出没したヒグマの監視などの対策能力が向上する
ことが期待されます。

　●協定によるヒグマ対策の概要
　　・市街地周辺でヒグマが出没した時にドローンを使い、
　　　監視を行います。
　　・ドローンから得た情報を活用し、情報発信や避難誘導
　　　を行います。
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